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○ 秋葉山と秋葉信仰
現在,秋葉山には,山頂近くに「秋葉醐杢寛秋葉神社Jの上社があり,山
頂より少し下つた杉平に「曹洞宗秋葉山秋葉寺」があって,信仰の山として
その両輪を形作つている。それぞれ発行している縁起には,明治の初めに至
る解釈に異なるところがある。

秋葉寺は,「秋葉寺略縁起」によると,行基が秋葉山山頂に聖観世音菩薩
を本尊とする大登山霊雲院を創建し,その後三尺坊大権現の出現により「秋
葉山秋葉寺」と改められたという。「秋葉山略縁起」 (寛政 3年の写し)で
は,「大登山秋葉寺」となつている。

平安時代から鎌倉時代を通じて発達した修験道の霊場の一つとして,三尺
坊により秋葉修験の基礎が据えられ,守護神となったことにより三尺坊の霊
験への信仰が高まったと推定される。

江戸時代中期以降,三尺坊大権現の火防の神としての信仰が急速に広まり,

講の組織が全国的に作られるようになった。そして,お札を受けるために秋
葉道者となって代参をした。また村の辻には秋葉山常夜灯やその輸堂 (龍燈)

が建てられるようになった。

明治時代になり,神仏分離政策により秋葉寺は廃寺となり,諸仏や仏具は
一時,本寺である可睡斎 (袋井市)に移された。その後可睡斎には秋葉総本
殿に三尺坊大権現 (本体)が祀られ,ま た明治 13年に秋葉山秋葉寺が現在
地に再興されて三尺坊大権現 (分体)が祀られ,それぞれ信仰されている。

秋葉曇焼患ゎゃ隧起によると,秋葉山には往古「火之迦具土大神」を祭神と
する「岐陛保神社」があり,中世には秋葉大権現と称していたが,明治の神
仏分離により,「秋葉神社Jと 称するようになつたという。さらに昭和 27
年「秋葉山本宮秋葉神社」と改称され,火防開運の神として信仰されている。

○ 秋葉街道
秋葉街道は,江戸時代は「秋葉道」と呼び,幾筋もの道がある。特に代表
的なものとして,関東方面からは、東海道を西に向かい,掛川宿から分岐し
て森,三倉,大居を経て秋葉山をめざす。関西からは,東海道を東に向かい ,
浜松宿から鹿島を経て秋葉山に向かった。また,御油から姫街道を東に向か
う道筋などもあつた。

本資料で扱 う浜松から秋葉山までの里程は,江戸時代後期の「秋葉山参詣
道法図」では「九里余」。浜松から鹿島までの里程は,次のようである。

浜松～有玉   一里半
西ヶ崎～柴本  二里半

〕一禁

○ 秋葉街道の道筋の復元について

本資料の秋葉街道の道筋は,江戸時代の道に最も近いと思われる大日本帝国
陸地測量部が明治 23年に測量した二万分の一の地図をもとにし,地元の人の
話も聞き,現在の地図上に復元した。現在の地図は,国土地理院の「電子国土
ポータル」を活用した。不正確な部分があると思われるが,今後修正をしたい。。

○ 参考文献

有玉～西ヶ崎
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浜松の史跡・続浜松の史跡  浜松市史跡調査顕彰会
天竜川と秋葉街道      神谷昌志
浜松歴史散歩        神谷昌志

ふるさと歴史ガイ ドブック ニ俣・光明編  天竜市役所
浜北市の年申行事・文化財  浜北市教育委員会
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1 秋葉大鳥居跡
江戸時代 ,秋 葉
仰 が盛 んにな り ,

方方面か ら東海道

下 つた人 々は ,浜
宿 田町か ら秋葉詣

に向か つた。 その

日召和初め頃の大鳥居  |め 田町 の 分 岐 点 (

(写真は神谷昌志氏蔵)在 ビオ ラ田町東側 )
は,木造の鳥居が建てられた。嘉永 2年 (1849)隣 の神明町火災の際,田
町には大過がなかったので,「 これも秋葉様のおかげ」と報徳の仕法により集
められた 358両 をもつて,文久 2年 (1862)青 銅製の大鳥居 (柱の直径
約 lm)に 造 り替えられた。柱の中には経石が詰め込まれていた。 しかし,大
平洋戦争中の昭和 17年 (1942)金 属回収のため供出されてしまつた。

2 鉄砲長屋跡 (鉄砲小路)
かつて元城町の入口には浜松城の大手門
があつた。そのため,敵の攻撃を防ぐ目的
で池町には鉄砲長屋があった。長屋のすぐ

北には馬場があり,常 に敵が攻めてきた時
を想定して備えをしていた。
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3 大手門跡
浜松城の正門つまり大手門が

この付近の道路の中央にあっ

た。南面する間日は 8間 (約
146m),奥 行 4間 (約 73m)の
瓦葺きの建物で,常 に武器を備
え,出入 りが厳しく取り締られ
ていた。門をくぐると左右に侍

屋敷が並び,筋違橋厩 (う まや )
・明光寺門が続いた。

4 町石
浜松市立中央図書館の敷地内にある。

灯籠型の町石 (道のりを示す石柱)で 「第
二町」と刻まれている。美濃国岩村の某

が奉納 した。もとは下平山 (天竜区竜山

町戸倉)の秋葉山参道にあったものが個
人蔵にな り,現在地に移転 したといわれ
る。 (秋葉山の参道は 50町あり,道筋に
は 1町目ごとに町石が建てられていた。)

5 馬冷 (う まびやし)
江戸期から明治 15年 (1882)の
地名。地名の由来は,藩士が乗つた馬を
冷や した天然の池があったことによる。

安政年間 (1854～ 1860)の 「浜
松城略絵図」によれば,馬冷池の西に武
家屋敷,南 に小立山があり,小 立山の東
西の谷には清水が湧いていた。小立山の

西,高町口には馬番所が設置されていた。

6 鎧掛松
かつて浜松城の南堀の東に「包丁堀」
と呼ばれる水堀があり,そ の近くにあつ
た。元亀 3年 (1572)家 康が三方原
合戦から城に帰り,大きな松の下で休み ,
鎧を脱いでその松に掛けたことから,鎧
掛松と呼ばれている。現在の松は元城町
の人々によって植樹された 3代目である。
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糧稔壌康は永禄 11年 (1568)三 河 |

から遠江に進入,永禄 12年までに遠江国|

官象言|ゴ罰罵顔をレ嚢雹鎮殿厩 Z羹行総:|

= 
在城中に,地形を利用して,最も高い所に
天守曲輪,東に本丸,二の丸,西には作左

う 曲輪を配 したという。堀を隔てた南部の高

三%巡槻∬舅轟7鴨青。5TT
587)本 拠を駿府に移 して,浜松には城代を置いた。  |

康否菖臭足霧卦li,農は最塁覆菖釜蚕万免彎喜勇響繕L霞|
つた。これにより浜松城は大規模改修され,天守閣をはじめ
とする瓦葺きの建物や石垣が造られた。      のづらつ
石垣は, 自然石を上下に組み合わせて積み上げる野面積み
で,表面には隙間があるが,奥が深く堅固である。石材は浜
松市内の大草山,根本山,湖西市知波田産の珪岩で,浜名湖
や佐鳴湖の水路を運ばれた。今も400年 の風雪に耐え,戦
国時代の面影を残 している。

榛ξ器を
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城となった。

在城 したが ,
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8 引馬城跡・道標
中世の城館である。当時の東海

道 と天竜川が交差する地点,浜松
人幡宮から早馬町にかけて 「ひく

ま」宿があり,丘の上に引馬城が
あつた。 15世 紀には存在 したと
考えられる。支配権は変転 し,今
川氏の宿将飯尾豊前守の居城 とな
った。そのころの城域は,方形の
堀に囲まれた 100m強 の範囲で

ある。その後家康が攻め滅ぼし,引馬城を拡張して浜松城を築いた。古城 (引
馬城跡)には侍屋敷や米蔵があつた。現在,東照官が建てられている。

東照宮の西側に自山権現道の道標があ

る。上部が欠損 している。正面に 「□□

権現道」,右に 「□□□んごんげん道」,
左に「康松院二諦坊」と刻まれている。

元の場所は不明である。鴨江寺の鎮守白

山権現への参道を示すものである。

日限地蔵尊

文政 6年 (1823)田 町の富豪笠井
屋呉服店のあるじ小野江善人が邸内に

土蔵を作ろうとして掘 り出された地蔵
であるとい う。お堂を建ててお祀 りし

たが,そ の後一般の人々が管理をして
きた。空襲の際にお堂の下の防空壕に

逃げ込んで一家が生命をとりとめたと

もい う。別称を蔵衛地蔵 とい う。願い

事は何でもよいとのことである。

10 玄黙口跡
玄黙日は浜松城の北東,今の元目町北通
りと新り||の中間にあつたとされる。元亀 3

年 (1572)三 方原合戦に敗れた家康や
味方の兵たちが逃げ込んだという。また ,
天正 14年 (1586)秀 吉の使者が大手
門から謁見を求めてきたが,家康は許さず ,
玄黙日から廻らせたという。

認 面
|口 11ヨロロロ

|ロ

11111■J口||
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元目町の秋葉街道 六間通 り北側の秋葉街道ヘ

田町を起点にして北に向かった秋葉街道は,元 日町の郵便局辺 りで枡形とな
つている。枡形は左に折れ,数十メー トルでまた右に折れて新川を渡 り北へ向
かうが,現在は存在しない。
迂回路は郵便局前を北に進み,六間通 りの交差点を越え,西 50mに ある秋
葉街道に入る。

11 本国技研発祥の地・蛇屋敷跡
六間道路の南側にある。ここに自転車

にエンジンを付け,自 の丸いガソリンタン
クを付けた「ポンポン」の製造工場が生ま

れた。この地は,江戸時代に曹洞宗の尼寺
があり,東海道―の尼寺として全国に知ら
れていたが,明治 6年 (1873)に 廃寺
となった。尼寺跡は大正年間まで「蛇屋敷」

と呼ばれていた。

12 百軒長屋跡
新り||に架かる「ごじょうばし」から「常

磐橋」に至る川沿いにあぢた。明治元年 (1
878)浜 松藩の井上正直が上総の舞鶴へ転
封され,代わって徳川家達の家臣たちが浜松
に入 り,新 しい仕事に従 うことになった。そ
の士族たちがこの辺りの長屋に住むようにな
つた。

13 人幡宮道標
常磐橋の南,遠鉄ガー ド下にある。「従是八幡宮
道」とあり,明治 38年 3月 に建立された。ここ
から東北へ続く細い道があつて浜松人幡官に通 じ

ていた。建立時期は日露戦争のさなかで,武運長
久の祈願で多くの参拝者があつたため建てられた

ものと思われる。

道標のすぐ横には,秀忠誕生の下屋敷に因んで
付けられた誕生橋があり欄干がある。

14 秀忠誕生の井戸
誕生井戸はここの西方約 5

0mの所にあった。その一帯
は家康在城当時は下屋敷があ

酵 7群 :  り,側室の西郷局が同下屋敷
で秀忠を出産 した。その時使われた産湯の井

戸で,明治の頃まで残つていたという。
誕生井戸の由来を記した灯籠は,も と分木
橋の親柱で,も う一基は浜松城本丸にある。

15 黒衣地蔵と地蔵発祥の地碑
正保年間,市野村の庄屋勘右
衛門が殿様の道案内をしている

と,田 の土の中から呼ぶ声がし
た。掘つてみると lm程の真黒
な地蔵が出てきたので喜んで供

養をした。その夜 ,「萬福寺に祀
つてくれ。その代わりに何でも願いをかなえる。」という地蔵

のお告げがあり,萬福寺に祀つていただいた。数年後,勘右衛門が武士の試し

標ι聾農g;翼MI分点ぷξ£り菖増¥嚢塾鍵翼覇野菫孫け 、鳥婁地
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16 秋葉常夜灯
浜松人幡宮前の公会堂に建てられている。
鞘堂の中に秋葉常夜灯が設置されている。

常夜灯には 「秋葉山」と刻まれ,安永 2年
(1773)の 建立である。施主名は削ら
れて不明である。

17 雲立の楠 (く もたちのくす)
浜松人幡宮内にある楠の巨樹で

ある。地上 1.5mの 幹回り約 1
3m,根 元回り約 14m,枝 張り
東西約 21m,南 北 23m,樹 高
約 15mあ り,幹の下部には大き
な空洞がある。県指定天然記念物。

永承 6年 (1051)人 幡太郎
義家が参拝の折,樹下に旗を立て

たとの伝承から「御旗楠」と呼ばれた。また,元亀 3年 (1572)徳 川家
康が三方原合戦に敗れ,武 田軍に追われてこの楠の洞穴に潜み,その時瑞雲
が立ち上がったとの故事により「雲立の楠」と呼ばれるようになった。
「曳駒拾遺」には,三方原合戦の前,家康がこの神社に祈願したところ瑞雲
が立ち昇つたという伝説が記されている。

目lr

18 松島十湖の句碑
浜松人幡宮境内にある。「はま松は出世

城なり初松魚 七十六翁十湖」と刻まれて
いる。家康は三方原合戦の負け戦を肝に銘
じ,三度と失敗を繰 り返さず天下人となっ
た。彼の若 さと強靱さを新鮮な初鰹に象徴
させて歌つた句である。十湖は本名吉兵 ,
豊田郡中善地村 (今の東区豊西町)の生ま
れの俳人。全国に多くの門人を数える。報

徳運動家・政治家でもある。

19 椿姫観音
引馬城城主飯尾豊前守連龍が今川氏

真に背信を疑われ暗殺された後 ,妻お
田鶴の方が女城主となつたが,永禄 1
1年 (1568)家 康に滅ばされた。
そのお田鶴の方の霊を祀っている。

20 池龍様
秋葉街道より天林寺の坂

道を上がった左手にあり,
正しくは 「池霊龍王尊」と
いう。昔,当地に原因不明
のはや り病が発生し,次々
と死者がでた。ある日井戸

掘 りを仕事とする渥美某と
い う人の枕辺に水神が現れ,龍神を祀るようお告げ
があつた。人々は力を合わせ祠を建て龍神を祀つた

ところ,たちどころに病魔は退散した。その後御利益にあやかろうと,人々
が遠方からも訪れるようになり,祭典もにぎわつた。今は甘酒の振る舞いや
投げ餅が残るのみで,毎年 1日 と15日 に供物をあげている。

21 正岡子規の句碑
天林寺大梵鐘の脇の築山にある。「馬通る
三方が原や時鳥 子規」と刻まれている。
明治 28年 に松山から上京の折,浜松の地
で詠んだと思われる。元は三方原の街道に

建てられていたが,道路拡張のためここに
移された。



山下町の秋葉街道を北に向かい , 天林寺の東側をぬけると,新道と合流する。

22 「イ」の字の碑
浜松は日本のテレビジョン発祥の地であ

る。静岡大学工学部の前身,浜松高等工業
学校において大正 13年以来高柳健次郎を
中心として全電気的テレビジョン方式の困

難な研究が重ねられていたが,昭和 10年
蓄積方式撮像管が完成し,テ レビジョンの
発展の基礎が確立するに至った。「イ」の

字は昭和 2年の実験によつて受像された映
像を表している。

23 常楽寺
高野山真言宗常楽寺の開創は天平 6年
(734)で ,度々の兵火にあい,享保年間
に再興された。「遠江国風土記伝」や 「曳

駒拾遺」によれば,元亀 3年 (1572)
三方ヶ原合戦の折,武 田軍が寺内に乱入 ,

本尊の阿弥陀仏の木像を奪い,溝に渡し橋
とした。現存の阿弥陀仏は,元禄 3年 (1
690)の 作である。(31阿弥陀橋参照)

24 秋葉山常夜灯
中沢町の村社人幡宮境内にある。正面に「秋

葉山常夜燈」,裏面に「天明四甲辰九月吉日」
(1784)と 刻まれているが,消 えかけてい
る。もとは中沢の人々によつて常楽寺境内に

建てられていたが現在地に移された。火袋 と

擬宝珠は復元されている。

もり

るため,神が姿を変えて仮にこの世に現れたことからであるという。

25 権現の社
富士神社の境内にある。天徳 4年 (960),
京藤原氏の流れをくむ内藤氏がこの地に移 り

住み,志津摩信国の代に内紛が起こった。嫡
男志津二郎を守る家臣が三郎を松木立に隠し,

伊勢の大御神に危 うきを守ってほしいと願 う
と,奇跡が松木立に起こり,神が蛇に化身し,
松の枝に頭をもたげ,柿の実を吹き出したと
言 う。権現の社 と呼ばれる由来は,二郎を守

26 御守街道
寿永 2年 (1183)志 津二郎が 6歳の時 ,
内藤家の内紛が終結 した。伊勢の大御神の厚
きご加護に報いるため,太い御柱を建て,神
明の大宮所を造営した。建長 6年 (1254)
伊勢から御霊をこの志津の郷に移 した。権現
の社からこの大宮所への道筋は,志津三郎を
守ってほしいと願った故事により,御守街道
と言われている。

27 兼吉地蔵
南北朝の時代に生きた志津二郎兼吉は,鎌
倉時代に刀聖と言われた正宗の高弟志津二郎

兼氏の子孫と言われている。戦乱の終わった

ある年,兼吉が関東から京都に上る途中,浜
松で病となり,あ る農家で亡くなったため,
人々が地蔵尊を祀り,菩提を弔つた。兼吉は

刀工であつたが,鍬や鎌など農具も造り,切れ味がすばらしく遠近を問わず農具
や刃物を買い求める人が多かった。その後,兼吉の死を悼み,農具や刃物を買い
求めた人たちは,必ずこのお地蔵様にお参りする風習が起こったと言われている。
境内には「史跡志津三郎兼吉墓従是東約半町」の碑がある。
5



28 百段坂
少林寺前から台地の自山神社ヘー直線に
のびる石段がある。通称 「高林の百段坂」
と言われる。登り切つた台地上に石碑があ
り,約 90人の寄付者の名前と浄財の高が
亥1まれている。石段の建設は明治 42年で
ある。白山神社は高林と住吉の産土神とし
て崇敬を集めた。

面に「祈安全常夜燈」
建前は秋葉山常夜灯と

西井堀は高林一～四丁目に今も浄化用水路として残つている。

秋葉街道は,高林三・四丁目の中間辺りから新道をはずれ,斜め左に向かい ,

五丁目の浜松米穀会社辺りで右に曲がって,ま た新道と合流する。

30 西井堀
江戸時代,村人は毛見 (作物の取れ高を調
べること)の役人を中沢町との境まで出迎え
に行った。奉行は少林寺に寄って休憩し,そ
の間,配下の役人は庄屋たちと実地検査を行
つた。その年のできを調べ,奉行と庄屋とで
年貢米の量を決定した。決定はこの西井堀の

上で行われた。奉行を接待する住職は,奉行
と話のできる識者でないと務まらなかった。

29 秋葉山常夜灯
白山神社拝殿の西側に破損した

柱部分が安置されている。正面に
「秋葉山」,左面に「永代常夜燈」,
右面に「安永四乙未年」と刻まれ

ているが,月 は不明である。元は
秋葉街道沿いの高林村に建てられ

ていた。(1775)
また,少林寺前に昭和 27年に
再建された常夜灯がある。柱の正

と記され,台座には「匝内安全」と刻まれている。再
して建てられていたものと思われる。

たが,仏像の背中に馬のひづめが残つていたとい う。後に家康はこの地を「阿弥
陀」と名付けた。 (23常楽寺参照)

31 阿弥陀橋の跡碑
浜松米穀会社の西北の四つ角に碑がある。

阿弥陀橋は四つ角より東に50mの 秋葉街道
にあつた。碑の裏面に由来によると,三方原
合戦で敗れた徳川軍が小川に来ると,橋が焼
かれていた。そこで家康の家臣が中沢の常楽
寺の仏像を持ってきて,川 に沈め橋の代わり
にして難を逃れた。その後,仏像を寺に返し

る。近くの馬込川 とも関係あるのかもしれない。

馬頭観音の南辺 りから,新道は少し右にカーブするが,秋葉街道は真っ直ぐに
進んでいる。そして阿弥陀人幡宮前を通つて,星野畳工業所の西にある昔のまま
残つている細道に入つていく。
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32 馬頭観音
曳馬五丁目の街道沿いのお堂に ,

同地の小粥家の供養塔 らしき石碑
と共に,三面六音 (6つ の肘)の

馬頭観音と丸石に「人

大龍王」と刻まれた碑
がある。馬頭観音は馬
の守護神 として,人大
龍王は水の神,雨乞い
の神 として祀られてい



阿弥陀人幡宮前の秋葉街道は現存しないので新道を進む。曳馬西交差点の星

野畳工業所の西にある音のままの細道が秋葉街道である。 120m程 進むと新
道に出るが,そのまま新道を横切つて東の道に入 り,左折して清水銀行前から
再び新道と合流する。

33 秋葉山常夜灯
阿弥陀人幡官境内に安置されているが ,
もと秋葉街道沿いの人幡宮前に建てられて
いた。正面に「秋葉山」,裏面に「文化十癸
酉年六月吉日」(1813)と 刻まれている。
火袋の正面に「.・ .」 ,左側は日,右側は月の
模様が彫 られている。一部を除けばほとん

ど損傷がない。

鰤Ftt「fl

新道を横切つて束の道ヘ

星野畳工業所の西から 細道の秋葉街道ヘ

林氏宅の道標

左折し,清水銀行前から新道ヘ

34 道標
秋葉街道近くの 2軒宅に 30～ 40c
mの 自然石の道標が保存されている。
林令子氏宅の道標は,正面に「右ハ浜松
江」,力 1面に 「犬居秋葉山」と刻まれて
いる。もと同宅前の街道の反対側にあつ

たという。大田滋氏宅の道標は,正面に
「右ハ濱松みち」と刻まれている。新道
を横切つて進み,左折する角にあつたと
いう。昔は畑だつたとい う。

太田氏宅の道標

林宅前を通る

35 秋葉山常夜灯
馬込川のほとり,十軒橋の西に建てられて
いる。西 30mか ら移転された。正面に 「秋
葉山常夜燈」,右面に「寛政十二庚申正月吉日」
(1800),左 面に「燈籠施主営所若者」と刻
まれている。

36 太商栽培発祥の地
遠州地方の太蘭は,臨川寺の住職が天文年
間 (1532～)に西の方から持ち帰って栽培を始
めたとい う。今から150年 ほど前の天保年
間 には十軒新田村と呼ばれた当地に太商が盛
んに栽培されていた。この太蘭を製織したが

備後の畳表より安いことで需要が多かった。
この太蘭筵を村内の忠兵衛 とい う人が中泉陣
屋より注文を受け,出荷したことが太蘭筵の
販売の始まりであつたと伝えられている。

7

秋葉街道は,京田バス停の北辺りから右に曲がり,電車沿いの道を北に向かう。
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秋葉街道は,京 田バス停の北辺 りから右に曲がり,電車通りを北に進み上島
駅前へ向かう。

京田バス停の北を右ヘ

寧

電車通りを左折

7 馬営観世音
正福寺の墓地の西はずれに石塔が

ある。「妙法馬営観世音」「天保六未
七月日」(1835)と 刻まれている。
また,石塔より左手の角に森川吉兵
が昭和 4年に建てた馬頭観音がある。

秋葉街道は,上島駅前から斜め左手の細い道に入 り,高貴神社にほぼ真つ直ぐ
に向かっていたが、宅地開発のため無くなった。新しい道路に廻つて神社に向か

う。上島駅北交差点を左折して進むと、高貴神社がある。

未秋立」(184
られていた。

7)と 亥1まれている。 2

38 秋葉山常夜灯
高貴神社に 2基の秋葉山常夜灯が
ある。 1つは輸堂に安置されている。
「秋葉山」「そ害 天明四甲辰正月吉

甲」(ともz84)と刻まれている。(号
害は千時の異体字)も う1つは鞘堂
の脇に,柱 と土台のみが置かれてい
る。「秋葉山」「村中安全」「弘化四年

基とも元は秋葉街道沿いの上島村に建て

39 天白籠 堂
天自社の 「修理固成」
の碑によると,坂上田村
麻呂将軍が東征 した時 ,

磐田海を渡れないでいる

と天自大神が示現した。

将軍が授けられた治水の珠を投 じると,奔流静
まり渡行できたとい う。万事何事もかなえられる

天白大神と崇敬され,遠州一円から多くの信仰者を集め,にぎわいを見せたが ,
大晦日深夜の祭 りでは徹夜することが多く厳寒雨雪は参詣者を困苦せしめた。村

人たちは東奔西走して浄財を仰ぎ,明治 39年ようやく遠来者用の籠堂 (仮眠所
8畳 8室)が建てられた。現在公会堂として使われている。

*平成 24年に新しい公会堂に建て替えられた。

40 柿の木地蔵
この地方の開拓時に土中より石仏の破片と思

われる石の塊が数多く出土した。農民は近くの

柿の木の下に石を集め祭祀したのが始まりと言

われている。明治初期に付近の地主の曾祖母の

夢枕の地蔵尊示現により祭祀せよとのお告げが

あり,地蔵尊を安置するとともに自布に御詠歌
を書き添えて供養した。

"～1響●



や石塔がある。

秋葉街道は,高貴神社の角から東に進み,新道を横切 り,踏切を渡って上島
束会館の手前の角を北に進み,馬込川前を東に進んで広瀬橋跡へ至る。別に新
道と同じ道を北に進み,馬込川前を東に進んで広瀬橋に至る道もあつたようだ。

刻まれている。昭和 3年昭和天皇即位の御大典記念による建
立である。今の場所からlkmほ ど南の街道にあつたという。
また,高貴神社のこの角の十数 m北に馬頭観音らしき石仏

41 道標
高貴神社東の角に道標が建てられ

ている。正面に「二俣秋葉道」,右
面に「左濱松□近道 右細道飛行場
右本通渡□道」,左 面に 「御大典記
念 曳馬村青年団 上嶋□□部」と

9月 と記す。

隣には宝暦 3年 (1753)建 立の童女地蔵がある。また,以前は,会館
の角に,高貴神社に移された秋葉常夜灯があった。

43  広瀬橋跡

新道を横切つて踏切ヘ

2 北向き地蔵
上島東会館の前に地蔵堂がある。
六角形の台座の上に地蔵菩薩の座像

があり,台座には由来が騰ぁで刻ま
れている。米沢生まれの直応は妻子

と死別したことから世の無情を感じ,
全国各地の寺社巡 りの途次,上島村
の小庵に寄遇,こ のとき感ずるもの
があり,人 々の浄財を得てこの地蔵
を建立した。銘文は徳正寺の泰崇和

尚によるもの。寛延 4年 (1751)

会館手前の角を北ヘ

秋葉街道はここで馬込川を渡った。

電車線鉄橋の 30mほ ど下流である。
「旅篭町平右衛門記録」.に よゎょ ,「上

島村,此村之はつれ川有,歩行渡 り」
「有玉川歩行渡,人皆難澁二付,安永年
中 (1772～ 1781)よ り板橋か
け渡る」とある。有玉川は馬込川のこ

とで,橋は 「広瀬の板橋」と呼ばれて
いた。板橋は昭和 33年 ごろの大水の
際,落ちてしまった。

島地境ノ此ノ地二没ス」と刻まれている。遠国からはるばるこの地にやつて

きた主従二人が疲れのためこの地で生涯を終えた。主従が共にいたわりなが

らこの里で死んでいったのを見た村人が,供養のために建てたものだという。
別の由来の説明文には,三方原合戦の時傷ついた武士とその家来亡くなつた
ため供養したと書かれている。  *最 近新しい地蔵に取り替えられた。|
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44 主従地蔵
馬込川を渡った堤防脇
に地蔵堂がある。江原地

蔵尊 と呼ばれて いる。昭

和 32年建立の石碑には
「主従地蔵尊由来 主藤原
景時 従伊藤守政 天保
二年六月十五 日小池 卜上



秋葉街道は,馬込川を渡つた後,電車線を越えてスーパーマーケットと駐車
場を横切つていて現存しない。そして新道から市場橋を波ってすぐ左手の細道
に入る。細道をぬけると,姫街道と合流する。右に折れて東へ 30mほ ど進み ,
分岐点に至る。

スーパーから新道ヘ

四里十六丁

市場橋を渡つて左折

に埋もれている。
秋葉街道はここから北の細道を進む。

姫街道と合流,東ヘ

5 道標
分岐点の道南 (右手 )
に建てられている。正面
に「左あきはみち」,右面
に「天明六年」(1786)
と刻まれ,上部の文字が
欠損 し,下部の文字は土

四里廿壱丁

46 半僧坊里程石
姫街道沿いの有玉村に

奥山半僧坊への里程石が

いくつか残されている。

石材や文字の記入方法が

共通しているものが多く,

同時期の明治 19年頃の
建立である。四里十四町

四里廿丁        四里十九町

秋葉街道は,姫街道との分岐点から北の細道に
進み,細道から新道を横切つて, 20mほ ど着物
店の建物横まで進む。ここからは北へ向かい,東
名高速道路のガー ド横を突つ切つていくが現存し

ていない。

-10¨



秋葉街道は,東名高速道路を突っ切り新道よ
していない。そして民家前の道を東に向かい ,
つ 。

斜め左に北へ      民家前を東へ,す ぐ新道を北ヘ

信号を渡ると,新道の左側が広くなつているのは,秋葉街道の残存部である。

り斜め左を北へ向かうが,残存
すぐに新道と合流して北へ向か

47 有賀豊秋の墓と歌碑
元秋葉街道西近くの墓地に有ったが,最近正光寺
霊園の南西角に移された。墓標には明治十三年の岡

部譲の書で 「有賀豊秋大人之墓」と刻まれる。横に

は松島十湖の書で 「佐保姫の霞のころも立かへ り

けさより春とあらたまりけり」と刻まれる歌碑があ

る。豊秋は基腱′ 年 (1790)有 玉幡屋村に生ま
れる。高林方 朗の門人として知られ,本居大平の門
に入る。国学研究に情熱を燃や し,遠州報国隊の結
成に大きな力をなした。皇学,歌道 , さらには俳諧
の世界にも才を発揮,こ のため門人も多かつた。

48 秋葉山常夜灯
有玉神社の前に建てられ,正面の柱に「秋
葉山」,土台に 「郁中安全」,裏面の柱に「天
保十三壬寅年二月」(1842)と 刻まれてい
る。高さ330cmで 巨大である。火袋は造
り替えられたためか,灯明の用をなしていず ,
'祈願のための常夜灯となっている。

め子供と玉を残して海へもどった。後に田村麻呂と俊光将軍が蝦夷征伐に向か

う際に,袖ヶ浦 (天竜川)が荒れていたので玉を投げ入れたところ,潮が引い
て陸となつたという。玉を投げ入れた地に建てられたのが有玉村人幡社である。

49 有玉神社
明治 40年郷社神明宮を村社人幡官境内に
移し,俊光将軍社など11社を合祀して郷社
有玉神社とした。有玉神社には, 400年前家
康が愛馬を寄進したことに始まるといわれる

流鏑馬神事が行われる。伝説では,坂上田村
麻呂が東征の折,舟岡山に陣を置いた。そこ
で大蛇の化身である美女との間に子 (俊光将

軍)を もうけたが,大蛇は正体を見られたた

50 高林家の長屋門
高林家は,近世を通じて浜聡魔ρ大庄屋 (独
礼庄屋)を務めた。 8代 目方 朗は賀茂真淵
門下の内山真龍に国学をうけ,本居宣長に入
門した。遠江国学者の一人として多数の同志

と深い交わりを結んだ。歌集詠草, 日記,考
証などの著述が多くある。 14代 目兵衛は民
芸運動に参加し,邸内に民芸運動の拠点とし

て「日本民芸美術館」を開いた。屋敷入口に江戸期の長屋

門が建つ。享和 3年 (1803)方 朗によつて建てられた。

51 西国巡礼供養塔
川原本村公会堂北側の墓地 (慈光院跡)に ある。正面に
「(種子)奉納西国三十三所順礼観音為二世安楽」,右面に
「遠州長上郡美薗懸有玉之内幡屋村下村」,左面に「千時
元禄六癸酉歳弐月吉祥烏敬白」(1693),裏 面に慈光院
ほか 17名 の同行者の名前が刻まれている。観音霊場の「三
十三」は観音菩薩が三十三身に応現して衆生を救 うという

観音経に由来している。
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52 秋葉山常夜灯と道標
有玉南町東畑屋の公会

堂の東 50mの 角にある。
柱の正面に「秋葉山」,右
面に「永代常夜燈」,左面
に 「有玉畑屋本村中」,裏
面に 「明和八幸卯年六月

吉日」 (1771)と 刻ま
れている。土台 と火袋以

外は御影石で当時のものである。元は大瀬橋西の街道西側
に建てられていた。

常夜灯のすぐ脇に道標がある。自然石の正面に「左あきはみち」,左側面に
「六ヶ郷安全 願主周音」と刻まれている。元秋葉街道沿いにあつた。
西畑屋の公会堂の北にも秋葉常夜灯が 2基 (寛政 4年,文化 5年,元秋葉街

道沿い)あ ったが,取 り壊された。

53霧
需

祖神

瀬橋東 100製 の道ばたにある。建
立年月は不明。道祖神は塞の神 と呼ばれ,外部
から朝や疫病から村人を守る神 と信じられ,村
の境などに祀られている。男女二神が並び立つ

もの,睦み合 うものなど,いろいろである。

54 秋葉山常夜灯
新村の公会堂前の鞘堂 (龍燈 )
に秋葉常夜灯が建てられてい

る。正面に「秋葉山夜燈」,右
面に「明和元申六月十八日」(1
764),左 面に 「有玉新村郷
中」と刻まれている。この地域
では最も古い。鞘堂は明治 42
年に建てられている。

*現在、公会堂と共に 200m程西方に移転。
|

55 半僧坊里程石
有玉北町に 2つの里程石がある。静岡銀
行有玉支店の南の半僧坊道を西へ 50mの
所に 「四里廿丁」の里程石,さ らに西へ行
くと黒国家の東側 に 「四里廿壱丁」の里

程石がある。いずれも明治十八年建立であ

る。この半僧坊道は天竜川西岸の豊西から

半田を通つて,東三方町の「赤松の鳥居」
に至り,三方原を東西にぬけていく道筋で

I

ある。

56 来福観音 と
馬頭観音

来福観音は ,

昔の宝珠庵跡 に

開校 した積志第
二分教場 の跡地

1鉢為
櫂畷|

雛▼

蓄音
!

を大正 5年頃に整地したとき,観音様を発見
して地元の人がここに祀つた。参拝者に福が来るとい うことで,来福観音と名
付けられた。光背に道じるべが刻まれている。馬頭観音はもとはある農家の門
先にあった。今も地元の人たちによつて 3月 に供養が行われている。

秋葉街道は,新村の秋葉山常夜灯から200mほ
ど北へ向かい,右手の理髪店前の細い道を進み,突
き当たりの積志保育園で右折,そ して左折して共同
墓地に至るところで途切れている。保育園の前のお
堂に弘法大師像が祀られている。保育園の場所にはも,
と寺院があった。

|

迂回路は戻つて新道を進む。|

言

四里廿丁 四里廿壱丁

う
ん



理髪店前から右手の細道を進み、積志保育園に突

き当たる所にあるお堂に,弘法大師像が安置され
ている。

とみられ,古文書も多数無庇で残つている。二
世機堂和尚が着用したという法衣が伝えられ,ま た,吃又が描いたとされる一
曲二双の大金屏風がある。

57 龍秀院
寺伝によると,大永元年 (1521)機 堂宗
鑑和尚が,可睡斎九世潜竜慧湛和尚を開山に勧
請,自 らは二世となった。現本堂は元禄 11年
(1698)以 前に建てられ,一本のツガの木を
四ツ割にして柱としたり,廊下を鶯張りとした。
開創以来一度も火災に遭っていない希有の存在

58 子安地蔵と臥竜の松
積志町の東光寺山門脇のお堂に石像の延命地

蔵菩薩が祀られている。この地蔵は 13世古関
智鏡禅師によつて造立された。蓮華座に高さ約
85cmの 堂々とした姿である。台座は六角型
で,文化 5年 (1808)造 立の由来と有縁の
信者の戒名が刻まれている。この地蔵は 「子安

地蔵尊」と呼ばれ , 7月 24日 に供養祭が行わ
れ,地元の信仰を集めている。
また,東光寺境内に,樹齢 200年 余 り,幹
長は約 22mに も達する松があり,そ の横這い
の景観は見事である。

59 秋葉山常夜灯
積志町漆島の神明神社の境内西側に建てられている。
正面に「常夜燈」,右面に「秋葉山」,左面に「漆嶋村中」,
裏面に 「寛政七乙卯龍舎五月吉日」(1795)と 刻まれ
ている。

迂回した新道の積志小前交差点を

に進み,右手の丸美屋靴店の角から
に折れて進む。すぐ左折して北に向

う細道が秋葉街道である。しばらく

むと左に曲がって新道と合流する。

Jヒ

右

か

進

日」(1767),左 面に「講中」と刻まれている。火
袋受けには,秋葉山の象徴である剣花菱の紋章が彫ら
れている。火袋は花自岩で後補した形跡がある。もと
秋葉街道沿いに建てられていた。

60 秋葉山常夜灯
積志町吾妻の吾妻神社境内
の鞘堂 (龍燈)の 中に建てら
れている。積志地区で 2番 目
に古い。正面に 「秋葉山」,

右面に「明和四年丁亥霜月吉

新道を北に進むと,右手にカー
ブするが,秋葉街道はヘアサロン
の左手を斜めに進み,す ぐ右手の
橋を渡り進む。そして最初の角を

右折し進むと,新道に出る。



新道を横切り斜め右へ 踏切手前を左折  新道を左折 その角に秋葉山常夜灯

61 徳本上人の念仏碑
積志町の西伝寺境内にある。元秋葉街道沿いに

あった。碑には 「南無阿弥陀仏 徳本 (花押 )
文政元寅年十月六日」 (1818)と 刻まれてい
る。徳本上人は浄土宗の高僧で,ひたすら「南無
阿弥陀仏」を唱えて日本各地を行脚し,庶民の苦
難を救った。念仏中興の祖 といわれている。

62 庚申塔
積志町橋爪西の墓地にある人角柱の笠塔碑であ

る。正面に青面金剛像と三猿,他の各面にも仏像
の浮き彫 りがある。右面下に「遠州長上郡」,左
面下に「橋爪□ 享保七年霜月吉□J(1722)
と刻まれている。昭和 30年頃まで庚申講のとき,

踏切に向かい越える

講全員で庚申塔に五穀豊穣と家内安全を祈願し,当番の家で会食をしたという。

北側の踏切から

秋葉街道は,新道から斜め右
に入 り踏切を越える。すぐに左

折し線路に沿つて北側の踏切ま

で行くが,その道は現存しない。

北側の踏切の先は線路に沿って
一部道が残されている。

63 いぼ神様
昔,こ の村にいぼがたくさんできた六部
がやってきた。他の村の人たちはこの六部

を泊めようとしなかつたが,こ の村の人た
ちは親切に泊めてやった。六部が村を去る

とき,お礼のしるしに「うつぎ」の木を植
えていつた。以来,こ の「うつぎ」に触る
と,どんないぼでも取れると言い伝えられ ,

治癒した人は「もみがら」を袋に入れて供

える習わしとなつている。

た万斜組の代官的役割を果たした。有玉下村の高林家など,名家名流と親縁関
係を結んでいる。家康の愛妾 「国茶局」が預けられ,家康が鷹狩りの帰りなど
に立ち寄り,彼女を寵愛したという。屋敷門は総けやき造りで重厚であるが,
現在は木々で覆われてしまっている。現在,市により公園化が計画されている。|

64 鈴木権右衛門家
江戸時代浜松藩にお

ける古独ネL庄屋の四家
の中で最も高い格式を

持っていた。万斜村と

周辺の村々で組織され

けぎ■

懸魚,左右の支柱等に特色を有し,簡素なうちにも力強さが感じられる。浜松
1市の指定文化財である。家康力

              ょilけ
て観梅し

|

4‐  たとぃう。また,国学者

65 甘露寺中門
臨済宗方広寺派の名刹で釈迦牟尼仏を本

尊としている。縁起によると弘仁年間 (8
10～ 823年 )に弘法大師によって開創
されたといわれ,往時は真言宗の大寺であ
つた。明徳元年 (1390)に は臨済宗と
なり,応仁の乱で全焼,元治元年 (186
4)には,中 門と楼門を残し焼失しち k製中
門には,古式の様相と技法が残され,斗組 ,



66 秋葉山常夜灯
西ヶ崎人幡宮境内に折れた柱等が放置
されている。柱の正面に 「秋葉山」,左
面に 「郷中」,裏面に 「明和七庚寅十一
月吉日」 (1770)と 刻まれている。
もと秋葉街道沿いに建てられていた。笠

や火袋は失われている。

67 道標
秋葉街道沿いに建てられ,左右が田や
畑で往時の面影を残 している。自然石に
「なあでlfみ切 と刻まれている。建造月日

は明記されていないが,江戸時代のもの
であると考えられている。高さ80cm
である。

秋葉街道は,道標から北へ向かい,環状線に出る。西ヶ崎駅構内を進み,駅前
を斜め西に通る細道を進み,新道と合流する。

68 蔵泉院の正覚坊大権現と六地蔵
蔵泉院の鎮守となっている正覚坊大権現は

海の守り神であり,正覚坊 とは大海亀の称で
ある。天竜川や馬込川の洪水に悩まされた住

民が,水難を避けるため勧進 したものとみら
れる。同大権現に対して海岸で漁をする人た

ちが信仰を深め,参拝に来る人も少なくない
そうである。

また,地蔵堂の大地蔵の中に,「 ろくさい
十二人 西ヶ崎村」や 「元禄十六年癸未人月
吉日」 (1703)と 刻まれたものがある。
六斎信仰者が地蔵に救済を願って建てたもの

と思われる。六斎とは,毎月の8日 ,14鼻
:こち

15日 ,23日 ,29日 ,30日 の六日を斎日
と称して,在家はこの一日―夜を斎戒謹慎す
る信仰である。

蔵泉院の前は半僧坊道である。また,昭和
12午建立の秋葉山常夜灯がある。

にあった道標が移されて建てられている。
金額が刻まれている。       、

69 道標
平日の瀑布山不動寺は昔から

厄除け不動 として広く世に親 し

まれていた。この不動道にある

道標には,正面に 「左ひらくち
右かさい」,左面に 「西ヶ崎村」
と刻まれ,下部は埋没している。
また,す ぐ隣の公会堂前には ,
西ヶ崎駅南の JA前の交差点角
表に「左笠井行」,裏に寄付人名や

‐15

をして負けた方がその土地を所有することにしたと言われている。

70 問答野
東区西ヶ崎町と浜北区小松 との境になつ

ている所を「問答野」とよんでいる。ここ

は昔から戸数が少ない上に石高が多かった
ので,付近の土地所有者が,小松では西ヶ
崎に,西ヶ崎では小松に所有させて互いに
高い租税を免れようと,言い争いが絶えな
かった。結局,両村から僧侶が出て,問答
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秋葉街道は,新道の小松南一丁目交差点の手前 10
0mの所で,斜 め右の細道に入る。細道をぬけると,
街道は残存せず,住宅地を北に向かつて,小松の鳥居
手前で新道に出ている。

73 秋葉大鳥居・秋葉山常夜灯・道標
小松の鳥居は,浜松田町にあつた 「一の鳥居」
に対し「二の鳥居」といわれ,秋葉山参詣者の大
きな目印となつた。高さ7.3m,柱 間 6m,柱
回 り2.lm,花 同岩造 りで,文政 5年 (182
2)三河岡崎の石工によって建てられた。安政元
年 (1854)の 地震で倒れたが,再建された。
鳥居の石製額に「正一位秋葉神社」,右側の柱に「文

71 秋葉山常夜灯
中条西の安楽寺前の龍燈内に建て

られている。柱の正面に「秋葉山常

夜燈」,左面に「安政四巳四月建立
中条 西海道 殿海道 本村」 (18
57)と 刻まれている。 1月 28日
に祭典をし,投げ餅をしている。

72 秋葉山常夜灯
中条北の火の見櫓横に建てられている大き

常夜灯である。笠に剣花菱の紋章がある。「秋

山」「常夜燈」「匠内安全」「大正七年二月」と

まれている。 1月 15日 に祭典をし,投げ餅
してセ`る。

政五年壬午五月建之」と亥1ま れている。

秋葉山常夜灯が鳥居の前の龍燈の中に

建てられている。柱の正面に「永代常夜

燈」,左面に「明和五戒子六月吉日」 (1
768),右 面に道標を兼ねて「右あき
はみち」,裏面に 「願主小松村中」と刻
まれている。設置の仕方が逆になってい

と刻まれている。元は西側の分岐点の角にあつたという。

る。火袋には明かりを灯 した跡が見える。龍燈の

欄間には彫刻が彫られている。龍燈は秋基農討夜
灯を保護する鞘堂であり,竹村広蔭の 「変化抄」
によると,文政の頃から雨覆のために造られるよ
うになつたという。 (大鳥居と共に市指定文化財 )

また,鳥居前に明治 17年建立の道標がある。
正面には「右 秋葉三尺坊 左 奥山半僧坊 道」

きが道」,裏面に 2名 の協同建立者の生まれ年や年齢,「明治□十一年二月」
の文字が刻まれている。また,十人屋交差点から西の三叉路の角に「右 奥山
半僧道 四里二十壱丁 左 有玉 半田道」,右面に「明治十七年五月建之」,
左面に「袴田唯吉」ら3名 の氏名が刻まれている。
｀l  i   fな

葉

亥1

を

74 道標
十人屋横の交差点,西
北に建てられている。自

然石で正面に 「右 みや
ぐち あたご 左 ふど
う おくやま かなさし

秋葉街道は,鳥居の右側の細道を
進む。ここから「なゆた浜北」の手

前で新道 と合流するまで,昔 の面影
を残 している。途中,葬祭式場の所
を左に折れて進む。
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75 道標
貴布祢第一町内会公民館の南に建てられ
ている。もとすぐ近くの貴布祢南交差点の

角に立てられていたものとみられる。北面
に「すぐ秋葉二俣道」,西面に「左濱松道」,
南面に「半僧坊不動道」,東面に「明治十六
年二月建之 下川原中 濱松□□」と刻ま
れているが,設置の向きが逆になっている。

76 日限地蔵尊
元は駅前の静岡銀行の支店ができる前,その敷地
にあつたものが,現在地に移された。創立年代は不
明。日数を限つて願をかけると願がかなうという。

昭和 30年頃には,付近の芸者・料理
屋などの人々が多く参拝に来ていた。
また,愛知県の半田方面からもやつて
きたものもあるとい う。毎年 7月 23
・ 24日 の大祭でお経を唱えたり,遠
州大念仏が行われたりしている。

77 代官堤
江戸時代には,こ のあたりには小天龍が流れ
ており,横須賀の地名は,川の中の「すか」 (砂
り11)か ら名付けられたと言われている。「代官堤」
は横須賀地内を小天龍の氾濫から守るため,江
戸時代につくられた堤防で,工事の責任者の代
官が名前の出来と伝えられる。今ではその役割
を終え,堤は壊され農地や宅地となつた。堤は

全長 lkm,高 さ2m近くあり,り ||の流れをゆるめる蛇篭出しが設けられていた
という。付近には船着き場であつた「舟の内」という地名が残つている。

78 市民ミュージアム浜北
・万葉歌碑・長屋門

浜北文化センター内にあ

り,浜北区内の考古・歴史
資料,民俗資料が展示され
ている。根堅遺跡から出土

の浜北人骨 (複製品)や赤門上古墳から出上の市
内唯一の三角縁神獣鏡,遠州大念仏資料などの展示がある。
また,セ ンターの東駐車蛯模に,古代喩麓玉郡の人々が詠んだと思われる万葉
歌の一つで,「あらたまの 伎倍の林に 汝を立てて 行きかつましじ 寝を先立
たね」 (作者不詳)の歌碑が建てられている。
センターのすぐ北には,江戸時代の長屋門が残る森岡の家 (1日平野家)がある。

*平成 26年、森岡の家は解体された。
79 薬師堂・全心坊
薬師堂は薬師如来をまつる仏堂で,寛文 13
年 (1673)に 建てられた。しかし,火事で
焼けたので寛政 8年 (1796)に 再建された
が,完成までに数年かかり擬宝珠には 6年後の
享和 2年の銘がある。寄せ棟造りの屋根の深い
軒は斗がで支えられており,内部の天丼には草
花の絵が描かれている。この仏堂の大きな数珠
は,多 くの人たちが数珠をたぐりながら
念仏を唱える百万遍念仏に使われた。
全心坊は薬師堂の横にある。昔この地
に悪病がはやった時,旅の名僧が病を治
め当地の繁栄を願って,こ の地に穴を掘
つて入定した。その時,自 分を祀ってく
れれば,世の人の福運をもたらし一生の
願いを必ず叶えると言い残したという。

■



80 長泉寺山門
幕末最期の浜松城主で

ある井上河内守正直の下
屋敷の門である。明治に

なつて平野家・気賀家の

共有となり,大正期に平野社団のものとなっ
て,昭和 3年平野家の菩提寺である当寺に寄
贈された。屋根瓦には井上家の家紋が残され
ている。

81 秋葉山常夜灯
貴布祢第四区公民館の東にある須佐之男

神社境内の龍燈の中に建てられている。も
と秋葉街道沿いにあったものが,文化セン
ター前の貴布祢神社に移され, さらに現在
地に移された。柱に「永代常夜燈」「為村中
安全」「明和五戌子九月吉日」 (1768)

火袋には油皿がのっており,火袋受けと柱には油痕が残つて
して,菜種油を皿に入れ,「とうすみ」を2本皿の中に差し込
した。手箱に「とうすみ」を入れ,村中輪番で常夜灯の火を

と刻まれている。
いる。古老の話と

み,明かりをとも
ともしたという。

秋葉街道は貴布祢北交差点の手前
を右手斜めに進み,笠井から宮ロヘ
至る道との交差点 (道標)に至るが ,
途中まで残存しない。そして交差点

を北に進み,美薗公園駅前に出るが ,
そこから北の街道は住宅地となって

残存しない。

82 道標
秋葉街道と,笠井・宮口を結ぶ交差点に観音講の人たちによつて建立された
もので,江戸時代末期のものであろうと言われている。 4つの面にそれぞれ文
字が力まれている。北面に「右 はま松 左 可さ井池田 道」,南面に「左
みや日大平道 観音講中」,東面に「すぐ秋葉山道」,西面に「左 秋葉山道
是より七里」と刻まれている。 (市指定史化財)

83 秋葉山常夜灯
貴布祢第七区公民館前に建てられている。笠

と火袋はブリキ製,柱は花同岩で,「秋葉山」
と刻まれている。2月 第 1日 曜日に祭典を行い,

投げ餅をし,お汁粉を作る。隣にある高尾稲荷
と一緒に行 う。

高尾稲荷は創立年代は不明だが、貴布祢の泉
屋に祀られていた。芸子など多くの人がお参り
した。高尾太夫の神霊を祀つたとも言う。

84 秋葉山常夜灯
西美薗下公会堂前にある巨大な常夜灯であ

る。柱に「秋葉山常夜燈」「皇統無窮」「御成

婚記念」「大正十二年一月」,台座に「天下泰
平」と刻まれている。4月 15日 に祭典を行 う。

ホ
『

道標ヘ斜め右手ヘ
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秋葉街道は,美薗中央公園駅前から北は住宅地となり残存していないが,道
本交差点を越えた辺 りで新道と合流する。

ノ:1

ちによって地蔵が建てられた。この地蔵は,家内安全,商売繁盛, 日耳の病に御
利益があるとされ,地蔵が欠き取られ首無しとなったという。

おり,秋葉講の人たちの休憩所に使用されるなど,地域の秋葉信仰の拠点であ
つた。子安地蔵は安産の御和l益があると言い伝えられ,毎月 「十四日念仏」と
して祀つており, 7月 中旬頃に祭典を行っている。

85 子安堂・石松の祠
いつ頃からお堂があったかは不明

だが,現在の子安堂は,文化 12年
(1815)に 再建され,大正 12
年に茅葺きから瓦葺きに変わった。
子安地蔵像などが祀られ,「地蔵堂」
「閻魔堂」などとも呼ばれていた。

敷地には秋葉山常夜灯も建てられて

ている。現在は 18mしか残っていないが,昭和初期には長さ255間 (約 46
4m),高 さ4尺 5寸 (約 1.35m)力 S残存していた。師端た史跡 )

86 天宝堤
天竜川は昔から度々氾濫し,人々を苦
しめたが,「続日本紀」によると,天平宝
字 5年 (761)7月 に「遠江国荒玉河
堤が三百余丈 (約 lkm)に わたって決
壊 したので,延べ三十万三千七百人あま
りの人夫を徴発 し,食糧を与えて修築し
た」と書かれている。また,天宝堤は北
は道本から南は有玉まで続いていたと,
内山真龍の「遠江国風土記伝」に書かれ

子安堂の前に石松の祠がある。
地元の保存会の説明板では,石松
の首無し地蔵は,こ こより三丁 (約
300m)前 方にあったものが ,
この地に移された。石松は三河生

まれで,森で過ごしたが,布橋の
兼吉と寺島に住む都田の吉兵衛ら

によつて殺された。それで里人た

87 道標
小林駅の西の街道沿いにある。正面に「御成婚記念 東 請留
東美薗 油一色 西 新原 平口不動」と刻まれている。大正 1
3年のものと思われる。

秋葉街道は,小林駅前を過ぎると,右手斜めの細道
に入る。電車線路を越えた辺 りで左斜めに進むが,現
存していない。小林郵便局の北辺りで新道と合流する。

‐19‐



秋葉街道は,左手のパチンコ屋に沿って斜め左の
細道を進むと,用水に至る。そこから斜め右手に新
道に向かつて進むが,街道は残存していない。新道
に合流してから北へ進む。

89 新原の大マキ
マキは遠州地方では「ほそば (細葉)」 と呼ばれ,屋敷囲
いや庭園木として利用されてきた。マキは,マキ科の常緑
針葉高木で毎年 5月 に開花 し実を結ぶが,こ の実は遠州地
方では「やんぞ うこんぞう」と呼ばれ食用になる。新原の

大マキは,木の高さ22m, 日の高さでの幹回り約 3mの
イヌマキの雌木である。樹齢は不明。市指定天然記念物。

88 北浜の大カヤノキ
カヤは,イ チイ科の常緑樹で雌株,雄
株の区別がある。毎年 4月 に実を結び ,
種子はカヤノ実と呼ばれ,食用や薬用と
なるほか,食用油もとれる。北浜の大カ
ヤノキは,高 さ21.7m, 日の高さで
の幹回り約 5,3m,根 回り約 15m,
樹齢はおよそ 600年 と推定され,我
が国のカヤノキの中でも有数の巨樹であ

る。国指定天然記念物。

瑞応寺の住職に読経供養してもらっている。観音像の光背に「十五男く□□」「宝

暦十四申二月七 ?日 」と刻まれていることとの関係は不明。

90 馬頭観音
東原地区に 3体の馬頭観音が
ある。 1体 は,平野晃史氏宅入
口にある。 80年近く前,家の
火事で焼死した馬の供養のため

建てられたとのことで,昔 は 1
0月 30日 に祭 りを行い,に ぎ
わったとい う。今は初午の日に

さらにもう1体の馬頭観音が黒川哲司氏宅前の街道沿いの踏切付近にあつたが,
平成 22年に鉄道高架工事のため,瑞応寺に移され,初午の日にお祭りしている。

もう1体は,江間達哉氏宅の西畑に
ある。元は達哉氏の祖父が秋葉街道の

辻に交通安全を祈願 して建立したが ,

父親が昭和 45年に少し北の踏切に移
して新しい観音を建てた。更に踏切改

修工事のため,事故が多い現在地に移
したとのこと。初午の日に瑞応寺の住

職に読経供養してもらつている。

が進まなかつた。これを見た庄屋の松野彦助は, 自分が人柱となるから工事を完
成してほしいと頼み,川に身を投げた。その熱意に打たれた農民の努力によつて
堤防は完成し,こ の堤防を彦助堤と呼ぶようになつたという伝説が残つている。
20‐

91 彦助堤
江戸時代の初め頃,天竜り||は大天竜と小天竜
とに分かれて流れていたが,小天竜はしばしば
氾濫し人々を苦しめていた。延宝 2年 (167
4)8月 の洪水は「寅の満水」と称された大洪
水であった。このため延宝 3年ここに堤防をつ
くり,小天竜の流れを締め切つて本流に合流さ
せる工事が行われた。しかし流れが強く,工事



○ 道標
秋葉街道と152号線バイバスの交差点 ,
遠鉄西鹿島線高架の北側で街道沿いに道標が
ある。上下二つに割れ,左面が欠けている。
上部には如意輪観音像が彫られ,正面に「右
はま々つ (変体かな)左 笠井池田 道」,
左側面に「□□仏講中 十人」と刻まれてい
る。建立年月は不明。もと交差点あたりから
南東に向かう音の道があった。

92 龍燈跡
平成 16年まで,秋葉街道沿いに重厚で優美な
構造をもつ龍燈があった。総欅造 りの扉と格子窓
と方形・扇 (2層 )の屋根をもつ重厚な建物であ
る。もとは掛塚にあった龍燈で,明治 20年頃 ,

隣保の人たちが運んできて設

置 したという。創建年代は不
明だが, 150年 もの歳月が
経過 しているものと推測する
とのこと。現在は近藤内科医
院の看板の所に跡が残ってい

る。
「龍燈 。秋葉山常夜灯」よ

21¨
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秋葉街道は,用水を越え,大きなヒヨクヒバの木のすぐ北の細道を右折し,
さらに左折して進み,線路に向かう手前で斜め左に折れて北に進む。
*ヒ ヨクヒバは倒れる危険ダタるため最近伐採されlf

ヒヨクヒバの木の北を右折

ヽ
　
●
ヽ
■

を合わせ「四葉本」が起こりとも言われている。榊神社の本は「オガタマノキ」
で「招霊の木」と書き,古は神霊を招くために使われ,「サカキの真物はオガタ
マノキとの説もある」という。

コ21,…ど型,

少しで左折      斜め左ヘ

93 榊神社 (鷺の官)
大きな樹木の下に小さな社が祀られてい

る。いつの頃か,一羽の自鷺が「ヒコホホ
デ リノミコト」の神札をくわえて舞い降り

たので,こ の神を祀り,さ らに於呂神社に
も祀つた。於呂神社の祭 りの屋台は,最初
に榊神社に集まることになつている。柴本
の地名も,こ の地区にあつた他の 3本の木

るお堂があり,五輪塔や社が祀られている。

94 地蔵堂
職業訓練センターの東の遊園地にある。

近くにあつた埋葬墓地から遺骨を収集し万

霊塔に納め供養をした時,同 じくここに移
されたものとい う。地蔵堂には 6体の地蔵
と 1体の観音が祀られている。同じ時期に
作られたものと考えられる。地蔵の 1体の

光背には,「嘉永三戌年 中村孫太夫 松野
忠五良」(1850)と 刻まれている。
地蔵堂の隣には「ごりんさま」と呼ばれ

95 秋葉山常夜灯
秋葉街道沿いに建てられている。正面には「秋

葉山常夜燈」,右面に「明和六己丑十二月吉日」
(1769),左 面に「志主 柴本村中」と刻
まれている。火袋には「.・ .」 , 日,月 の模様が
彫られ,火袋受けには,剣菱,雲型文模様が彫
られている。

秋葉街道は,秋葉山常夜灯のすぐ北で二つに分岐し
ている。右側にとると,於呂神社の東をぬけ,西鹿島
駅前から鹿島の渡しへ至り,左側にとると,接待茶屋
を通つて鹿島の渡しへ至る。

江戸初期から中期にかけては,於呂神社東の道を通
ることが多かったが,中期以後は,接待茶屋の繁昌が
それを裏付けるように,参詣者の往来は山寄りに移っ
た。
左側にとると,新道と合流し,北へ進む。
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96 秋葉山常夜灯・道標
浜名湖北気賀から本坂

道 (姫街道)と 分岐し,
三方原,二軒家の茶屋を
ぬけ,宮 口を通つてきた
別の秋葉街道が,根堅で
合流する。合流点には,

明治 24年建立の秋葉山常夜灯がある。その脇に土
台石と共に, 2つに害1れて横たわっている道標があ
る。道標には「右 半僧坊 左 はま つゝ 道」と
刻まれている。元南側の酒店の角に建てられていた。
*令和元年、元の酒店の角に復元された。建立は

馴 曜 ∫揚 観 夭 が こ 筍 ぶ雑 λ。
97 道標
岩水寺参道と国道が交差する根堅大門交差点の南
の角に,花商岩の道標が立てかけられている。四つ

鰹
に
製珀‰饂 :なよrma留 紘下|

忠□」と刻まれている。置き方が実際と90度ずれ |
てしまっている。
*現在、撤去されている。

98 道標         ‐

岩水寺参道の西側に森林公園入日の標柱があ
り,その脇に建てられている。高さ127cm,
幅 41cmの 堂々たる道標である。表に「除厄
薬師如来 子安地蔵菩薩 岩水寺 是よりおく
のいん いわあなへ三丁 鹿しま舟渡へ 通り
ぬけ」,裏に「施主 尾州名古屋 杉屋佐助
丁弘化四年未正月吉日 石井大蔵」(1847)
と刻まれている。

99 根堅遺跡
岩水寺西に石灰岩採石場跡があ

る。昭和 35年石灰岩の採掘中に
トラやヒョウなどの絶滅動物を含
む動物化石や人骨化石が発見され

た。「浜北人」と命名された化石人

骨は,約 1万 4千年前と約 1万 8
千年前と判明した。本州で発見さ

れた唯一の 1日石器化石人骨である。

100 岩水寺
行基開基伝承をもつ真言宗の古刹である。
坂上田村麻呂伝説のある子安地蔵菩薩像 (鎌

倉時代造像,田村麻呂の寵愛を受け,一子俊
光をもうけた赤蛇の化身である姫を写したと

伝わる)が ,安産 。子育ての信仰を集めた。
元亀 3年 (1572)の 武田軍の焼き討ちで
ほとんどの建物が焼失した。境内には,地蔵
堂,薬師堂,大師堂,自 山神社などが並ぶ。ま

た,根堅詣りの中心として武運長久や弾よけ信仰を集め
た地安坊大権現がある。(地飯澤麓イ象は日指定書≧遍6財 )

101 自山神社のクス
岩水寺境内に坂上田村麻呂を息子俊光将軍を祀る白山

神社がある。御神木が自山神社のクスである。クス材は
建築,家具,彫刻などに用いられ,葉 と材片から樟脳が
とれる。自山神社のクスは落雷により主木を失ったが ,
樹皮部分が残り,中が空洞になっている。高さ28.1
m,根元回り約 8.75mで ある。樹齢は推定 700年。
市指定天然記念物。

子安地蔵堂
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富日からの秋葉街道と合流した後,右にカーブしてし
るが,秋葉街道は左斜めの細い道に進んでいく。
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・ 1百ノ朔搾テ逸は新 1員 Dし間4こり、御⊃ケ池‖ょひ

102道標 下'てき橘
ε藪,てヽ`く。

接待茶屋の手前,歯科医院の裏で,秋葉
街道より西の奥に 10mほ ど入つた小道に
ある。花同岩で上部に長方形の窪みがあり,

その下に「奉納岩水寺地安坊大権現 ちか
みち四丁」,左面に「豊西村貴平千鳥園定利」
と刻まれている。元はもつと南にあったと

い っ。

103 接待茶屋跡
接待茶屋は,秋葉山への参詣者の休憩所
であつた。石灰を生産していた芳田家のあ

るじが茶をふるまつて接待 したという。寛

政年間 (1789～ 1800)から明治 30年頃ま
で 100年 近く続けられた。このことから
この付近を「接待」と呼ぶようになった。

′
人
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″
窯
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104 道標
接待茶屋から70m程進んだ辻にある。茶
店を出していた芳田家の当主が道案内のため

に建てたものだという。石灰岩の道標で,「右

あきは 左 阿多古 道」と刻まれている。
阿多古道との分岐点である。阿多古に向かう

道は,現在途中で途切れている。

現在は、乃)2の上に置力ヽれていろ。

105 向野古墳
林業研究センター

内の南斜面にある直

径 18m,高 さ3m
の円墳である。大き

な切石を組み合わせ

て造られた両袖式の

横穴式石室 (長 さ5.5m,幅 1.9m,高 さ
1,9m)が 開回する.羨道部はすでに失われているが,石室入口に立柱石を配す
る。築造は7世紀代であり,他に例を見ない畿内型の横穴
式石壼である。市指定史跡.
この古墳の南に鳴ちかつて金銅透彫金具 (冠帽,重要文
化財)を出上した涼 ノ御所古墳があつた。これらの古墳
に葬られたのは,中央の政権ともかかわりの深い貴人であ
つたと思われる。

金銅透彫金具 (模造)

106 鹿島人幡官
鹿島人幡官には,伝
説がある。徳川家康が

武田軍との戦いで浜松

城へ落ち延びる際,当
人幡富の社の曲がつた

松に家康が鞍を掛けて

休んだと伝えられる「鞍掛の松」があつた。現在 3代目の松が植えられている。
また,楠の下から湧いていた清水に,家来が手ぬぐいを浸して家康の体を拭いて
涼み,休んだと伝えられている。当時この地を「涼の御所」と言い,今も地名 (小
学)と してその名を留めている。現在この湧水池は,静岡県の湧水百選に指定され
ている。
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秋葉街道は,途中から更に細い斜め左の道を進み,椎ヶ脇神社に向かう交差
点を曲がらず真っ直ぐに進む。人家をぬけると新道の真上に至り街道は途切れ
る。新道ができる前は,こ の先で於呂神社の東を通つてきた秋葉街道と合流し
ていたと思われる。迂回路は右手の急な階段を下り,新道に出て,渡船場跡に
向かう。

，
　
一一

・
．

・，

・

一一，‘̈
」一一一〓

区
・エ
ハ
・佐
一赤

真っ直ぐ
鬱
進む

鶉
鯰
磯
摺

迂回路は右の階段ヘ

107 椎ヶ脇神社
鹿島橋交差点南の石

段を上る。坂上田村麻

呂が蝦夷追討の途次に

天竜川増水のため渡河
できずにいたところ,

付近の人々が筏を提供

川の水が引くことを願っした、∴?蔦 ゆゝ無事に渡ることができたところから,
て「闇於加美神」を祀ったと伝説がある。

更に斜め左の細道ヘ

鹿島橋の南から石段を上った鳥居の奥に,船越
一色村と池田村から奉納された 2基の灯籠の一部
が残る。一つは正面に「御費前」,左面に「営國敷
智郡舟越一色村 渡舟方」,右面に 「文化十四丑十
□□」(1817)と 亥1まれている。更に,も う一
つは正面に「御費前」,右面に「施主 池田屯「中」,
左面に「寛政十戊午□□」(1798)と 刻まれる。
水運に従事する船頭や水夫などの信仰を集めてい

たことが分かる。

108 金貸水神
病気を担保に金を貸す水神が祀られている。由

来によると,明応 8年 (1499)の ある日,天
竜川が氾濫して水神様が流れ出したのを見た船頭
が激流に飛び込んで救い,現在地に祀った。 しか
し船頭は病気で重体になつたが,水神のおかげで

全快した。更に他の者も病気を質とし,借金証文を上げれば期限までに必ず全快さ
せるとのお告げで,人々の信仰を集めるようになつた。

109 浜名用水取水口跡
天和 3年 (1683):椎 ヶ
脇神社の下の岩山を掘り抜い

て新原村まで天竜川の水を通

水 しようとする計画が実現し

なかつたことが書かれている

古文書が残つている。昭和になり,天竜川西岸の
耕地の用排水改良事業を行 うことになり,戦時中

より難工事の中で昭和 21年 6月 に竣工し,水源の安定的確保が実現 した。その後
国の事業により,取水 日は船明ダムに移されている。

幕末頃は一人 7

とされていた。
25-

2文にもなつ

明治 44年 ,

110 渡船場跡
江戸時代は「鹿島今津之渡シ」といわれた。徳
川家康が武田軍との戦いの折,庄屋の田代家の先
祖が竹筏を作らせ,家康の危急を救ったことによ
り,鹿島 (北鹿島)村は渡船の営業権を与えられ
婁贈船は払い下げの大船のほか,角 倉舟の小型の
「差波船」と呼ばれた船で, 25人ほどの船客を乗
せた。船賃は江戸時代中頃は一人 8文であつたが ,
た。 7尺 (約 2m)以上の増水があった際は,川止め
天竜橋 (吊 り橋)の架橋によつて渡船は廃止された。



111 道標
鹿島橋の国道 152線 と天竜東栄線の
分岐点にある。上部三分の一のみ地表か

ら出ていて下部は埋められ見えないが ,
正面に「右 二俣 光明山 秋 葉山
左 上下阿多古村 熊村J,右側面に「大
正十二年人月 西熊之助建之」と亥1ま れ
ているという。西熊之助は二俣の西古町

に在住 していた。元はすぐ上流の天竜橋

(明治 44年竣工)の分岐点にあつたと思
われる。鹿島橋は昭和 12年竣工である。

112新 田組龍燈 (市指定文化財)
新田組龍燈は,明治 35年 10
月,当地の大工棟梁渥美長吉と永
島に住む弟子の伊藤宇作によって

再建された。

屋根は入母屋造,桟瓦葺で,棟
には館を載せている。軒の垂木は

扇垂木 (2層 ),欄間には,透か
し彫 りの彫亥1を はめ込んでいる。

龍燈の中には,灯籠は置かれてい
ない。最近、屋根が補修された。
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彫刻の題材  南面 龍と馬上の武者
東面 鍾道の鬼退治
北面 鷹と虎
西面 唐獅子牡丹

彫師 大村藤吉朗義秀
彫師 六村正□
彫師  不明
彫師  不明

根堅 雲岩寺組の龍燈

<参考>

善地の龍燈


